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はじめに
2000 (ミド成12)年6月151二i、';UJ鮮半j誌が米ソIBij!l(により分割占領されてにJ、米55"rぶり、朝鮮戦e"CI勃発
から 50年ぶりに初めて、大韓民間{以下 r.~u訂ï，1Jと 11浴記]と朝鮮民主主義人民共和lIil [以下1)1日nltlJと
111計三}との 11\jで和解と協力を尖現するìIlJîWJ的な rIJFí~UtljîJ '~f[jJ が発表された。この iお北合j誌を't:.み 11\ し
た金大Ij l 税同大統領の、[ì:議訪問に応え、 Jt 1'11 1E1の金容~};~朝鮮労働党己が去る 9FJ にソウルを訪問、
1I総合記のソウル訪n日を市北共liJ報道文で隊約し、いまや両r..IHUにl架実な信頼関係が築かれつつあるヘ
またi附.1山刈，好，ji
が起きている凶O この対Tuiを境にして1I;QJ 1，1交正常化交渉もようやく軌道に采り始め、 'Il晩、)山，jlitll¥1でい!
交樹立の合怠に到達するものと凡られるへこのようにI，?;j北朝m.rIf¥Jの和解と協力は北京アジア地域の、ド手1
と安定に市¥守するところがますます大きくなっており、際的な支援を受けて南北朝鮮が安定と統ーへの
i立を進むH、?、ヤキ1と希望がもたらされる民裂が大きく IJ甘かれると討えよう。
しかしこのような一述の事態の進炭に去るまで、開鮮、i主jibには長し、分謝状態とそれにfl'う民衆抑H:の服
史があったこともまた、厳然たるゴワミである。そのj後史のrlでどれほど多数の優れた斡1m人、朝鮮人が犠
牲となり説を私立み illねてきたかを思う H寺、目前に Ji'~IJ討する新しいお態を祝許可し、また rj十;j;1と共同パ」に
峰られた合志:実現の速やかならんことを願うだけでは充分ではない。 朝鮮半ぬの地域研究をその現代史に
~í}ってり攻する一学徒として筆者は、この対面まで半 11 :紀の版史を究明し I!}構築する課題が、判f[lPI':!:，j を
i絞りをく↑jli鈎が急速に変化している今だからこそ辺、務と思える。
とりわけ朝鮮半j誌が1本による郁民地統治から解放された以持の「朝鮮解放史JとわれるH寺空間にあ
っては、我がj;liでそれが版a:jJ}として体系的に記述されたことさえまだないのが実'l'i'jで、ある。なかんずく
北京11\381主総の以北で、進践した事態については、初鮮戦争での戦禍も lí~l、して余りにも第一次資料が少ない
ことが大きな I{'~戸市となり、側めて不十分な研究しかなされてこなかった。日朝国交正常化を迷からぬ将米
に怯え、 1948年 9JJ の共和国樹立を挟んで継続されてきた1訪問ilJtjíi'~J~義 j1[!lì)J を総合的に解明する必要性
はますますiIJまっている。
本研究はこの時代nせな必嬰牲に応えるべく、初!ffJ解放史の11で、1えも班、常めいた部分のひとつであり、そ
れにもかかわらず当時の政治状況を考祭ずる襟に不可欠な執権政党たる朝鮮労働党を、本稿も合めて今後
8jiijにわたる述減論考ーにより取り扱う。本自[';15はその起稿として主に問題の設定を行い、台わせて初日lfJtPl1
主義Jlli豆uが南北朝鮮に分かれて展開されることになる経緯を論述する。
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序章 問題の所在と研究範盟
第 1節ぽ史の偽造とその背泣
長19lmlにわたる南北朝鮮の分断とそれに伴う'il'jf的なわjII待状態をもたらした元協は、 1950年6JJに勃
発した!;州市i攻守1であった。朝鮮戦争はlJf.J戦当初jに内戦として戦われたが、米1mをIjl心とするj乏IJ主!fの介入
とこれに!必ずるr!:l国人民志願可-(の参戦をもって陪際化した(へそして1953"1三7FJ、この「関際的な内戦J
が休戦に終わるIj:l、南北!;手間下を境界線で、分かつ来四冷戦型の対立構造が斡I~I…，1 と共和 I;mに強いられた。
i:HJ'Iの宇11:依存j の総長続
この対立構造は、空i1時の来日月冷戦と陸自i;していたゆえに、ひとたび同定化されるとそれぞれの体制に安
定的に作用しただけでなくへ次第に得体制内へ取り込まれていった。つまり韓国と共和国それぞれの体
制で、分断は関内支配の前提と化しただけでなく、南北朝鮮1mの対立が間内支配の姿!大!として南北それぞれ
の体制IJ;]へ構造化されていった。こうして分間と対立は、それぞれの体制で、権力を奪取する勢力、あるい
はそれを学指した政治勢力により、支配の手段ないしは方法として利!日される事態をもたらした。
この支配の形態は、敵対勢力の存千五が1m内体制を安定化させるという、典烈nせな f外FEJによる政治権
力の維持だった。このような分断と悶内支配が結合した構造の下にあっては、各体制i人jで、支配の正当性根
拠を欠けば欠くほど隠IfJ、j支配が敵対勢力の存千五に依仔するという逆説的な事態を繰り返し現出させた。こ
の事態は「対立の相互依存j あるいは「村Il[依存的対立Jの状態とでも命名できょう(印。
すなわち斡líiIでは反共主義イデオロギーにより、北緯38度線あるいは~llf ，M J:Jl界都i!の lÍ:t] こうにいるはり
と体制内部の政敵とを結び付け、反体制勢力を政治的、時には肉体的に抹殺することを通じてほ代の独裁
政権がその椛力を浴にしてきた。この反共主主主イデオロギーにより犠牲者となった反体制勢力のうちi13も
著名な人物は、言うまでもなく金大小であろう。
一方、共和国では朝f(.r;t:戦争の休戦協定締結に先立つ1952年後半から、令1]成首相が朝鮮共産主義運動
を一緒に担った他派議iの共jli{主義勢力を潟治し始め、 1958年比1にその独裁政権を打ち立てるのに成功し
た。ここで)刊し、られたレトリックは、他派閥の共政主義者Aたちが「米1mのスパイJだとか fη)反又?革点命分子j
ただ、とカか冶いつた i槻i傾啄めて{伝行汚市n氾j忠E岳皆凶~I討げ'1'性l'
がわしいイデデ、オロギ一にでで、つちちJ:二lげ7デ、、それを共干布和i日l閏の民衆にj土注1主f入するのみならず、 「間際主体足J、怒研究所j
を通じて全W:界へ寂{えした。
共和的における版史の偽造と歪1
この過程で金[1成は、自らが起こした部鮮戦争はじめ服史的な事件の事実関係だけでなく、金日成・正
日親子の米服や主義主張に至るまで、ほぽ全てと言ってよいほど慮偽とでっち!二げにより粉飾し、これを
1;<1内外にnK[伝した。こうして金FI成・正日親子とそのJm従者たちは、歴史の塗り替えに少なくとも共和田
内ではある程度まで成功し、この結果、彼らに対する個人崇拝もそのJ1'IJi，(にまで述した。
しかしこのような歴史の偽造や古川1に対しては、 l手くから真正な事実関係を究明する努力が続けられて
きた。特に第二次位界大戦終了nな後までの念日成の活動はほぼその全容が解IViされており (7)、それと同1与
に朝鮮共産主義運動の展開過程についても多額多様な派i泌がさまざまな形態で抗I1独立述動を継続した様
子が明らかになっている。さらにソ述'tI占領下で、金!こi成が台到する過程や地派閥の共政主義勢力ともった
関係等にも光が当てられ、北市UJf(.~1μ也域に !.Hì:関したソ迎行1とその本 Iccil とでどのような朝鮮政策が金調lî、実行
されたかに関しでも、ソ連邦の解体後に続々と公開された新資料により相当程度が!切るみにIl¥たへ
ところがi拐j終戦争に至るiWJff.(i:解放史上で、北朝鮮地域において執権政党として政局の中心的な役割を来
たしてきた北朝日W:労働党{以下「北労党j と 11約己]と、朝鮮地域で米軍政と対決して武装パルチザンIJ~tl
p/oj北朝鮮労働党の研ヲL(ー)労働党の i十J~t :íL\[ 61 
子FJ-を展開することで韓国の政局に路大な影響を与えた南朝鮮労働党[以下「市労党j と1際記]については、
前述した共和国政府によるぽ史の鈎迭と歪!日iもf:伝って、現在に去るまでその実態が解明されていなL、。
特に南労党は、金Fl成の独裁政権下にある共和国で全くそのほ史が抹殺されたのに加えて、 1存i主iでも長!日1
I1昔、i1ij述の反共主義イデオロギーに立IJって社会主義研究が禁止されてきたところから、これを誹説、中傷
する体の研究が圧倒的に多い(問。日本においても出北朝鮮労働党の実態を第一次資料にJmらし合わせて批
判的に考証する研究は、これまでその党員として生き残った共産主義活動家による証言風の著作物以外に
は、ほとんど見るべきものがない川
tfJ2節問題のmtEとli}f究範ILf.I
本研究は、朝鮮解放史に|揺する我がEl<Jでの研究状況に銃み、可能な限り入手可能な資料を駆使して、南
北朝鮮労働党の活動実態をその組織体系、イデオロギー、そして派閥J必成に伴う権力関係に採点、を当てて
分析し総合する。記述の俊!'j主を考えて原則的に本研究では、時系列に従って論議を進めるが、筆者の1U!週
間心はJft史研究に止まらず、むしろ 1m際政治学にfi'il有の Il \j J:垣間心、すなわち長期間の分断と '[P:~MIサな対I[待
状態を結架した}初鮮戦争ーがなぜ、何時、どのように開戦決定されるに去ったのかというところにある。南
北朝鮮のlU高指導者たちが本年6月の対面まで、持ち続けねばならなかったほどの惨禍を践したijiJm洋戦争
は、来たして朝鮮民肢が避け持ない雌史の必然だったのであろうか。もしもその開戦決定がいくつかある
朝鮮統一政策の"，における選択肢のひとつとして;ß.~5:ij rtせになされたとすれば、立{干のJ9r千Eはflずと[ijeJらか
であり、南北砂Jf!.'lの民衆1mで敵対し閑語するJII[[Jjはなくなるのではないだろうか。
本研究の問題関心
この問題関心は、 1m戦決定を下した当時の執権政党たる朝鮮労働党がi持労党と北労党という二つの労働
党の統合体でありながら、さまざまな次元で両党1mに明白なズレがfilU¥されるところから筒抜的には[JI米
する。すなわちi什yf党と北労党とのIJで生じていた朝鮮統…という 1擦を述成する戦術や政策にまつわる
見解のズレ、 [ifj党がその目標達成ためにそれぞれ行使できた手持ちの手段と道具立てをめぐる時li問、そし
て 1949年に急迷に民間した来アジアにおけるl!il際環境への~'li fJlli と対応の十11述等である。ここから導き 1 1\
されるのは、，{';j朝鮮地域への:全面的な武力侵攻の他にも朝鮮統ーのために々たる努力が続けられていた
という 'Jf尖である。結論的に託えばこのIlJ題関心の核心は、ソ述が"(1労党による武装パルチザン闘争の推
進を勧奨したにもかかわらず、 i7:1成らが朝鮮労働党内の悦直論を押し切って南朝鮮地域へ朝鮮人民僚を
投入する戦争jtIを追求、スターリンに翻怠させてそれを強行したのは一体どのような必要からだったのか、
という疑問にあるυ~
南北朝鮮労働党は1949年6rJ~nにその最高指導部だけが統合され、け]労党と北労党がひとつの運動体と
して朝鮮を統一させる活動に乗り出したとされる。架設は、両党のさまざまな次元でのズ、レが阿党の統合
で内部矛腐と化し、ここからこの矛肢をwni与させるため、内部矛盾の展開という形で、南朝鮮への全面的な
武力侵攻が敢行されることになったと考える。したがって南北朝鮮労働党を研究することは取りも泣さず、
ソ述取により itリ]鮮分断政策の現地執行機関としてflU1¥された共産党組織が、いかなる政治的ダイナミクス
をもってこの分断そのものを百定する戦争を引き起こすに至ったのか、その内部的な政治発践を跡づける
ことになる。そしてこの政治発展が跡付けられるH主休戦に先立って金1I成が始めた他派閥の
力に対する及品!jの政~tH[f:/な立昧と述l羽が[ijJ らかにされるであろう。こうして本研究は、その連続i商と断絶
面をi表分する作業を通じて朝鮮戦争の前後をひとつながりの服史として結び付けることを日指している。
本稿のテーマとj必法論考の題[1
ところで更により深くこれらのズレを粉鮮共産主義運動の展開過程に沿って研究すると、その運動が，i?
ぴた本質的なズレに気づかざるを得ない。そのズレとは、朝鮮共産主義運動自体が出始されたI的や動機
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注J守"i仔 ，工しI
から rtl)!~ し、 114;，:の制民地統治下で長WJIIUにわたり弾圧を受けて育まれたその辺動の脳性とさええる抜
きがたい政治的な性質にぷづいている。すなわち朝鮮共産主義運動の脳性とは、ひとつには氏族主義と共
とのズレであり、いまひとつは朝鮮共産主義述動の主導権をめぐる路線開午i占と派閥|却すiとのズレで
ある。 後者にはそのズレを1'1[めるためにソ述、引いてはスターリンの権威を借りてn派閥のが大主義的な
正当化を住々にして仔うという悪弊が{、I~ っていた。
策者は、この深く体質化したJiV招¥'f:共産-主義運動の脳性が、 1江述した南北部1!.(:91働党の政治的なダイナミ
クスをlT徹し、 1M労党と北1)I}1よとの1¥jでさまざまなズレを生み1¥したと見る。この立場から起稿たる本稿
ではこの属性をまず分析して、それがどのように展開していくかを今後の述故論考で、示したL、。この分析
方法を採る山市は、マルクスがその大幸子?資本論Jを 1¥潟，':1'，Jから始めたのと同様、矛1百を合む概念のJi!l
1mにfN)'iVJ鮮共政主義運動に関する15かな知識と耳目併が得られると信ずるからである。
そこで、今後の述.1史論考のテーマをここに予め示せば、次のようになる O
第21恒問沿引i北朝魚鮮、)下i千:労{働効党のt針結1J占川Ijl成或 第31"1片川)可i北i刺:)問?引j鮮ジ労;価働』党の?活再説動j 
招41剖Eり引1司 j十作?
2第1お~61悶り叶j け南:i;μ1北i七li将判;問削f引Jf9魚約鮮i!.口咋守洋)下t万ジ労If'働効古党EZtの子合Tず党t 2第i右1 ア!川1日叫~I 1;初4引矧打l!.'f:9ク;汀{働動党と朝鮮戦/[1・の1m戦決定
第81m 市労党の粛清と:$:1成による独裁体制昨立
ここで81il1述殺とするJil[1はひとえに策許の力l_itによるもので、これから約4-"flrJにわたり年21'iIずつ
本紀要に冷市持していく予定である。
本研究の範1)1'1限定について
本研究のIlJJTI:I'J心は以上のように広範聞にわたっている。ここから本研究を祭合的にまとめるため、次
回以降に分析と総合を行う研究範IJを次のような諸'JUriに絞り込みたい。南北初鮮労働党と朝鮮戦争との
1:'21述という根本的な問題の究明からして、ここでは両党の活動実態にできる限り迫るために少なからぬ論
点を割愛せざるを得ないが、本研究で取り i二げられなかった/[1.Ji:(については別稿で論議されるであろう。
イ 朝鮮労働党が南北に分立するに奈る朝鮮共i!主主義述動のぼ史nせな経緯
ロ 南北朝鮮労働党結成の経緯とその組織体系、イデオロギー、および、権力構造
ハ 北労党の活動、 Ì:.に共和国樹立と前後して実施した政治、経済、 ;"('J~、教育、福利政策
一 I'J労党が南朝鮮地域で五4閲した各陣形態の迎動、特に地下活動と武装パルチザン闘争
ホ 南北朝鮮労働党が統合する経緯と目的、朝鮮労働党の組織体系、特に'1央委討会の権力構造
へ 朝鮮労働党と朝鮮統一政2夜、祖国統一民主主義i政務i!との関わり、朝鮮戦争の内部決定過程
ト 金1成が他派閥の共産主義勢力を粛清する過程、その朝鮮戦争との関係および政治的な結果
もちろん南北朝鮮労働党は短からぬjgll¥j、米ソ両市の進駐下で活動していたわけだから、米ソ州Ilei政府
による朝鮮政策との関わりを抜きにしてはその実態を明示することはできない。本研究ではt昨日昨解放史に
立ち現れる無数の政治努力のうち、政局をなおする程度ーにそのお響力を行使し持たと考えられる朝鮮内外
の政治勢力については、その関係に言及し具体的な役割を資料に基づいて示すO とりわけ米軍政と結び付
いて南労党に対抗した諸努力の動きは恨めて複雑であるが、 fir，i労党を"，心に耐えてこれを整理する 1字、か
えってその故防上での故村!と政治的な性約が鮮やかに表れるのである。
使JHする資料と研究方法および:)lJilIfLの{I!し得き
イ本s:j研U沢f究でで、f使史)バ川i円1するi資f交1'料;呼}μはまL、大別して朝鮮!戦i法詑ず争f叶Iぺ小1い1にi同E司三司投i
文1辺i与;館1m院三家f可三記己録センタ一にj所汚j放域された I1凶闘主翁H獲主文2出削?打Jと、 i近丘f年1ド三ロシア政H府:干Jがiつ引J1き続いて公!開jH刻i日jしているj共C和i防出mの
内音部l目iボ判甘情1有5をi印明ザ別]カか込す fロシア政府文古j と呼ばれる資料とが小心になる。また本研究では原稿枚数の制約 L、
研究方法については詳細に論述しないが、(1)米ソ問、 IN北朝鮮i旬、各1;1内領域という分析レベルの設定、
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(2)各レベル!日Iでの構造機能述!郊の究明、 (3)力事者たちの11下j…手段関係の認識分析、 (4)IUl系列に沿った
[:i(1果関係の推定等を行いつつ、政治的なリアリズl、を堅持して実証主義的な研究に従うことを付託する。
さらにイ本q研江訂f究 lはま J:.二述した!研U肝「究範附 IJ仏内人刈、~で、'ú
公!附]潟討や対抗資料の捉今ぷ:等により記j述主山I)内人勾、~容が結栄的に i誤i洪見つたりイ不J汁iトゐ分だつたりするf危ι出i険倹カかミら免れf得!弓手ないこと
をご予予めお断りしておく o )lJ話としては朝鮮半出の分断が1953年7月の休戦協定調印によりわl定化したと
の立場から、この時期までを扱う本研究では原則的に「朝鮮半，1i'ijJ r甫朝鮮地域Jr北朝鮮地域Jr朝鮮民
族JflWJfMY:人Jという表現をJIJい、政治体制を示すときには「斡ImJ r共和1I二I¥IJの用語をそれぞれ使!目する。
第1章朝鮮共麓主義運動の属性
I;VJW(:共産主義運動は、日本による梢民地統治下で独立運動を展開しながらも日本当局の峨烈かつ巧妙な
抑圧により目的を達成できず、かえって f負の遺産Jとでも汚うべき体質化された耐性を清算できぬまま
朝鮮解放のLIを迎えた。この脳性は朝鮮内で活動していた共産主義勢力だけでーなく、朝鮮外で武装ゲリラ
Ib't]才lに従事した金日成ら「満州ゲリラ派」と呼ばれる努力にも共通している。
おそらくこの脳性の述I!(は、 liVJf.fl:の政治文化'1で者r[5Zで、きる家族をモデルとして社会関係を捉える伝統
だと考えられるが(2)、より十日本的な原I人|を朝鮮民族が他民地にふJUri¥されて長WJIりにわたり政治そのものを
剥奪されたことに求めることができる。 後述するように共和IIY，!樹立後に繰り返して「民族幹部j 設JV(:の必
裂がI↓ばれるのと{)Hiして共産主義J'H論の理解不足に野鋭がI!':}らされたのは、このi政治的な経験の欠乏か
らだった。
第 1iJ l~fj主 t義と共政主義
そもそもぽ史的にliQJf.C(:人たちが社会主義思想に触れたのは、ロシア2月革命後に朝露出境にボlレシェヴ
イズムを伝J訴する共主義者たちが現れて以降であった。 I1本の植民地政策、特に L地調官事業の結果、
沿海外!や'1朝1m境地引にtJI:!J1されてそこで生活問を形成した朝f.lJ:人たちは、マルクスーレーニン主義の教
義を通じて社会 I:義j品訟を受併し始めた。
!訪日f.¥下人たちがこの教義を受容するに際して大きく作用したのはソヴェト・ロシア政的から挺供された資
金だったと がlI:l)、次第にその教義が研究されてより深く.fi1I解されるようになると、いわゆる f民
依解放運動j という翌日念、を伴って朝鮮共産主義運動が展開されることになった1ヘこのJlH念は、 1本「常
ι主強iztの打倒j を鼓吹することにより初日況を奪われた朝鮮人の独立述動家たちに受け入れられた。
1919年の3・i独立運動でI1本の込町にひとたびは出しながらも、新たな独立運動の追を探していた)lVJ
m:rの氏族主義者たちには、その運動がひとつの有力な選択肢と考えられた(15)0 
つまり朝鮮共産主義運動は、朝鮮独立という民族主義的な目標を追求するために始められたと育ってよ
く、そこにはnずから民族主義的なパッションが介{{していた。その運動を取り締まるI1本の祭機関か
ら f民族主義的共義Jとか「共産主義的民依主義j とか;二iわれたのは、共産主義述動に特有な階級闘
争よりも朝鮮民放を主体として強制する氏族主義にゅzifかれたからた、った(]G)。朝鮮解放後に組問の独
立という I1燃が南北朝鮮の統一という課題へと変符した後も、共産主義述動を通じて独立を達成しようと
する際に生ずる民族1m対立と階級lI¥Jx'j立とのどちらを重要視するか、という!日Hliはズレとしてそのまま維
持された。ソ述JI(，'，-iRTFで比較的に平く納民地後の混乱から抜けIUた北朝鮮地域では、実i採にそのズレが
r;Î1i:~r&J の次元でfL\]題視されることになった。
北ジ:y$!t， frf:r央本部jの原稿用紙に残る民族志;識と賠級認識をめぐる批判と反批判は、 lEにこの民放主義
と共産主義とのズレを少なからぬ党iたちが共千1していることを明示していた。この文学上の論争を取り
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扱った記事では次のように主張されている。
「安ハム光IriJ志の論文において彼は、依然として人民の真正な怠識というものがあることを主張する。こ
のは今日初めて公表されたのではなく、解放政後からこれまで、主張してきた議論で、あり、またこの議
論は多くの人たちの支持を受けている。(r!lH階)これまでの彼の主張は、民族には最初から矛盾すること
なく、また矛宿するはずがない二つのな識、すなわち真正な民族意識一民主主義的民族怠識と労働指紋の
階級意識とが併立しているということ、この二つの志識は矛盾しないから弁証法的に統一されているとい
うこと、したがってまたこのような民主主義氏肱な識を Lを?とする民族文学と、階級な識を土台とする指
紋文学も以初から矛崩せず、したがってまた必ず統一されるというのだ、った。J171 
北労党では民族主義と共主義の陀1mにi刻して、党中央委員会で機会あるごとに悶際主義の強調と明lfi
狭な民族主義」の拶I，f併を決定したが、このような決定自体にこの問題が縦続して論争の的だったことの説
明を見ることができる。朝鮮労働党の結成後までも引き続いて問題視された共政主義理論の現解不足は、
必ずしも知的な水準での認識に止まらず、民族主義[主!な熱情が共産主義運動を動かす源泉だった事実に深
く関与していると考えられる 1説。
こうして南北朝ff.\1:Imで TドTJ~n~な対立が激化した 19491rに fIClJ fj~i刺殺j の内 i践を間越しようという祖国
統品民主主義戦総の主張が広く共和国の民衆に受け入れられたこと問、また金IJ成が戦争を1m始した場合
にfl己へ向けられる民衆からの非難を恐れていたことは側、「労働者に担問なしj の階級闘争を1¥道する
とは相容れない民族主義の発露た、ったと見られる。このように民族主義と共産主義とが常にズレ
を示しながらも協働して機能する属性は、朝鮮共産主義述援jにあっては現在まで継続する性質である。共
和liIで唱えられる芸術型論では「民族的形式j に f社会主義的内容Jを依るとされているように川、
f我々式社会主義Jの教義が民族主義と共産主義の奇妙な混合物からなっていることは、そのsl!1Wi'!甘な言iE
主である。
託行2節 il9Jfi¥'(:共産主義運動の主導権をめぐる路椋闘争'と派出闘争
初fi('共産主義運動に特有ないまひとつの脳性は、その運動の当初から認められた路線闘争を名1とする
過激な派閥闘争だった。 前述したコミンテルンからの資金をめぐって「上jlJi派j と「イルクーツク派j と
いう 2つの派協が流血の劉争を演じたことに始まり、それらの命IJ)~を受け継ぐ「ソウル派j 、「火脱会派J 、
fM. L派J、そして[12js:から移動して米た「北}!ftl派j 等と呼ばれるさまざまな派i泌が、その迎動の主導権
をめぐってがi民地下のiQJff.¥'(:内で、闘争を繰り広げた則。
コミンテ/ルレンも 1928.1年ドにl出封したいわゆる f 汀12)月Jテ一ゼJで、}iQ.打問昨l1、
でで、、朝鮮人共産主義者たちにはこれが解党の指令だと受け収られた問。それは解党の指令でこそなかった
ものの、実際にコミンテルンが派閥闘争をJI日rlJに朝鮮共産党をその支部として取りiうしたのは、それほど
派閥闘争が I~l に余ったということであろう。後 [1 この派閥問争はその激烈さゆえ、これをテーマに-I!Uの
本が編まれた棋だった例。
植民地統治下にあっては日本が朝鮮共産主義運動をはじめ反日運動をことごとく抑圧したので、 rWJff.l下人
が政治活動を命がけで敢行する場合、 lifl少数の人間的に信頼のおけるグループでしかこれをなし符なかっ
た。内務省特1勾や警察当局の巧妙で、機烈な弾圧は、 El本本間でも日本共党を瓦解させたのとlfiJf!菜、総民
地のi知鮮ではそれ以上に徹底してivJ鮮人共産主義者たちの活動を圧殺した。{也氏族に対する日本人の過酷
な仕打ちは、派i掘という小宇宙で、政治を行う訓練を朝鮮人に強いたのである。
こうして当時の朝鮮人にとって政治とは正に他派閥を牛耳る{努力を学揺すること以外の向物でもなく、
そのためには気のおけない「同志jだけで権力の中根部を形成することこそ最善の担保た、った。この派閥
闘争の結果は、複数の政党が消滅して一党独裁が実現するだけでなく、その一党の 11~1でもある特定の派閥
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が他派rl~lを粛清して、いわば派閥独裁のflJ!を呈するまでに至る。もちろんこの結果は現の共和問で 1~1
1僚熱だが、朝鮮共産主義運動においてこのような一党独裁から派閥独裁へ向かおうとする傾向は、 tn~に肴
I(')(できる (25)。
例えば解党した朝鮮共産党を朝鮮解放後にいちliLく再建したキト志永は、自らが発表したいわゆる [8月
テーゼj で、前述の[12月テーゼjに照らして f派閥行動Jを運動 i二の「重大な過誤Jと批判したにもかか
わらず、次のように主眼した。[このように朝鮮の共産主義逆説!の上にはありとあらゆる濁流の筋が流れ、
一般の労働者み、民民を日立法、に i紛れている。このような濁流が荒々しく流れる今日において、一条の~1!1 い流
れが泉のように噴き出している。っ日告な夜にi切るい灯火の役割を来たす真実の共産主義運動が、過去の
白色テロ弾圧時代から今日まで継続的に発展してきている。それはやはり革命的であり、勇敢で、あり、政
治的に階級f:lI)に正しい初鮮共産主義運動を代表していたことにI/[J迷いはない(後略)J (26)。
ここで言う「お弘、流れJとは、植民地時代に朴志永が指導した fコン・グループJと言われる派flた、っ
た問。翌日寺の朝鮮でキト志永はiるliftjのインテリゲンチャのひとりた、ったと討って1M述いはないのだが(28にそ
の彼にしてこのような派胞を強制する性裕から免れていなかった。村、;長永は実際にこのグループを中心に
再建朝鮮共産党の権力rfl胞を創り /1¥し、後述するように他派閥からの捕烈な批判と離反に遵うことになっ
た。だがキト;ぷ永は既にその時点で、ソ述からiY;i朝鮮の共産主義運動を指導する最高指導者eと認定されてお
り、彼を政治的に除去できる同志はいなかった。
このように!制作共産主義運動で、は ìJ~I&lI刻字{今に勝つためにその路線や戦略、戦争I:jの優劣を争っただけでな
く、これを他派閥に示fえさせる工作がなされた問)。それがソ述、ひいては当時の悶際共産主義運動におけ
るスターリンの絶対権威を倍りた!とi派閥の京大主義的な正当化で、あった。ここからややもすると政策論争
とうよりはどの政策をソ述が承認しているか、さらにどの派閥がスターリンのお扱付きを得ているか、
という問題が第一義的に重要視された。
朝鮮共産主義運動の場合、総民地時代にはその力説のなさに比例して、また解放後にソ連軍の進駐ドに
あっては露骨に、その「虎の威を借る j 工作が行われた。金日成の台頭がソ述f!Lの IJF~ 、りで敢行されたこ
とは、殊史に繰り返す必:裂もないであろう。逆にソ連による関与の度合いに応じて朝鮮人共産主義者たち
がこれに嫌々ながらも従う担!立はi忠大したと言える。
労党と北労党の結成による労働党の南北分立にも、ソ述が深く!刻与していた。縦かに北緯3SJ主総の存
伝で連絡、交通が遮断された上、取に米第、北にソ連軍が進駐していたから、当H、?の共産主義述動は不均
等な発展を遂げざるを得ない状況下にあったとはえよう。だがこの状況下で主導権を掌催して事態を進
展させたのは、朝鮮人ではなくロシア人であった。
第2章労働党の南北分立
北朝鮮地域に進駐したソ述市が本際政的とはもちろん、朝鮮解放後に南北朝鮮で、活動を始めた共産主義
者たちと連携しながら政局を動かしていたことは、「北朝鮮'l'i11勢についてj と題する調査報告書に明記さ
れている。この報告書では fソ連軍司令部は、北朝鮮の一切の政治、経済生活についての指導を、地方自
治機関を通じて実施している。すなわちゃi では村長、 llii と部では人民委員会、都市では都市 I~I 治機関がそ
れであるj と述べていた。このうち人民委員会は「民主諮グループ問の協議により j剖設されたが、「全
体6@の道ノ¥民委員会は選挙されたのではなく、ソ連軍7司令部により任命されたj のであった。 同様に
1945年11丹、当時の北朝鮮地域で民族主義指導者として高名た、った古没留晩被をその中央委員会委員長
として創設されたじjt~~J f(!J五道行政局j についても、 f局長たちは朝鮮人j だが f彼らの横には地方人民
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委員会の上場合とI，J様、 ソ辿t市iド{代去奇部1がi設;没支i悶&況f立{されてし、リJた(側3却淵O印)
第 l節 共成党組織のi南将北分1宣虫L : 
ソ述"Ifは1945:I!'-12J tnには北朝鮮地域に存在する行政1準決!をほぼ完全に'字挺していただけでなく、そ
の LJえも Wi'iりとする共産主義勢力についてもほぼ正確に情報をつかんで、いた。前述の前官報告書では r~ヒ朝
鮮館内で共産党の党員数は、近年12 n 1 IJHI:、資料によれば4，500名に述する。この党中央委員会は、
ソウルにある。北朝鮮領内では北和鮮社['l'tの11央委員会組織防が、党の活動を指導するJとされていた山。
、-、- う「北朝鮮担当jの11央委民会組織}訟とはおそらく、次Ii!Jの:論考で詳述する ri;Q J f!l'i Jt 1m '};'~北朝鮮
分)刷、のちに「北朝鮮J~ J11~'};ltJ と改称した党組織の中央委員会にいた核心n~なメンバーたちだったと説
il!!Jさ~~る。
北朝鮮共結党中央委員会組織防と金1成
この 「昨明主組Il織}尚f沿副i4むJ訂Jとソウルに党i小い1リ央と委L日i会をJ持守3つ!斡W鵠批上ばd魚f[i，
説I旬別q引jしていた o r [ 945"1: 8 ~ 9 )J 1¥1に}W日灯では、キト)!J.永を内政fとするの"1央委民会を持つ共I1主党の組
織的なおIJ主liが完結した。 HJ北朝鮮にいろいろな政治f内状況が造成され、fI，.;i北i:UJm:rカ'381主総で、急激に分断さ
れて対立するや、北朝f[!.'(:の共Rí~j}t諸卜Jj体は、朝鮮共産党"1央委民会に IJI1従する 101 らの党指導部を組織する
地なかった。 彼らは北朝鮮の諮党以|体を指導する組織防を創建したが、この組織guが村、道永を)守政Eとする
朝鮮J t- j!:tÆ'};~~lll央委日会に服従しようと捉議した。 J (:l2) 
こうして 1945lr': 1 OFJ 1311、、ji.壌で f北朝鮮共pn党代表弁大会Jが聞かれ、ここで「代表者大会は朴返
永の政治路線を:支持・賛同しながら朴志永が指導するソウルにある朝鮮共産党rl央委員会を示認した。j
そして「代表者大会は北朝鮮で共政党中央委民会組織品を選出することを決定しJ、"1央委民会第一秘市
に金持範を選出したが、「し、くらも経たないでJ念日成を r!Jl央委討会組織局班、，1J とした (~.t)) 。
もちろんこの一述の変化の背後でソ述Ylfが金1成を政)，誌の11心に押しIUす政治操作を行っていたこと
は、ぢうまでもない。fIf.r 1成はソ迎合æli}~のハバロフスク北方にあるビエツク村で f第88特別独立11l翠旅 l、JIJ
に所1iJ'Lit 1大隊長としてソ辿市大闘の資栴で訓練を受ける1'、ソ述)!(の対日参戦にfl"l、その満州、i・i;UJf[!:]
地域への侵攻を後追いする Jfjでコiじ i:VJf!\~の元 111へ 1945{lô 9J]19日に帰還した (;H)。そして!日J1[':]on 1411に
r Jill í守 'il({Ø~;臣、v壊íIi民大会j で、民衆のi'jÎj にデヴューした彼が、ソ述~，!(の全Tílî的な後-Iljl しを受けて北朝鮮の
政同に ~llÍり 11\、ソ述tlfの現地政策執行者として活動を始めたのである。
'1'11寺の政治抗導者に対するソ述"IfのiWflliは「現イ1:、北i訪日(1，下に仔千1:するよ己主;主義的氏政幹部1'で肢も人気
が尚 L 、人1:たちとしては、 JtjR~党指導者である会 LI 成と朴志永、そして民主党指導脊の印政相がし、るが、
後手?のソ述に対する政治的立場は依然として経l球だJというもので(問、金I1成が早くも i1参共主義授の
朴逝永と向子IJに訴られていた。もちろんこの評1!1iは、朝鮮人共産一七義勢力の内部許111iとは全く呉なってお
り、金1成の台Jltiと行動に不il誌を抱く活動家たちも少なくなかった反TIi、その台頭をよしとして逆に朴志
永が指導するソウルの党1'央を批判する一派も現れた。その結栄として 1946ll:2)]、ソウルで r"，央お
よび地方向志i主席懇談会Jが党中央委託会委1:1を交えて秘僚裂に|射能されることになった問。
尚北朝鮮地域における主主義運動の役Vi!J分担
この会議ではまず、手ト;ぷ永の指導に対してrJJ~JI'央は党史 i二、類例がないほど irt!詩的で、1' 1 派小心にUf ll洛
を ~JJ としており、幹部選出も n派小心で諸政治問題において 1!1.~能を提訴している J とする強ヌ!~な批判がJI~
び1¥した(3九そしてキト志永が前述した r8 FJテーゼj でn派を ril'il、iれj と1総えた党史の!日1認が挙諭さ
れ、キト;ぷ永を擁護する1WJと、日米に非難する{IWとで激しい論争が2FII¥Jにわたりが品、た。
このi小ドIで、永登i打浦!I市i日地l区玄の共1注在主:党f総:]肘l
た党路線が論;議義された O この路綿とは、 [945年12JJに米英ソ三IEI外相がモスクワで、決定した戦後処型Hを
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めぐる協定'1'の rnVJ鮮に IYdする決定J において示された rí:QJf('!;('I~II\ 1I守民主主義政府j を、尚北朝鮮に駐屯す
る米ソjiIlP!{が組織する共同委員会を通じて樹立しようとする運動であった。
また金日成が党機関紙?解放i…i報;に党i人1*'1討を論ずる記事を射殺するようにiEI治、この袋詰をホト海永
の右腕と f:Iわれたゴ幻iJ-iHJが受け入れ、それを実際に掲載したために党内'Jf'l/iが外部へ議援された問題が論
難された。論難はひとり手N河だけに1:まらず、 rfI:r.1 J夜間志が1?討をjl;:牟り、解放1半世帯lU-:にメッセージ
を発表せよとまでったとすれば、ちょっとijf:ネなことだと思うJというfl昨日を生んだ酬。なぜならば金
日成の「i!?附j には党1J'央での派閥IJM/('を非難する内持がしたためられていたからである酬。
会議ではこれら諸問題を解決するために党大会を開催する動識が地方道党の代表たちから提案された
が、この提案に対して朴志永は、米ソ共同委民会への協力作業が煩雑なることをJ;!Jl1として「朝鮮i臨時民
主主義政府j 樹立の叫に党大会が初めてIJ丹市iできると反論した。そしてこれと|対述してキト志永は、党内の
JJ'Ii'jを{jくのように説明した。
「コミンテルンがなく、党が独立n~にやらねばならないが、党は IEII際述はげ上があり、朝鮮の特殊 :Jf'l'í'iにJI
えて北iVj鮮にはソ述'ij(がし、て、我々が弱ければソ述市が慌助してくれるのである。北鮮のことは分同で独
立的にやり、わたしは市鮮のことを兄ているが、分Nuと怠見を合わせていかなければならず、兄弟党の怠
見と Iil際、 1m内情勢も参考今にしなければならないlV<j係で、イアすぐ;立会をIJ日けないことをlii]志たちが了解し
なければならない。J州
<-'- L' f:Î う「分)ì iÌ J は lì臼述の rí:VJmLJ~ j)[~党北朝鮮分)ìむで、 r)己よn党j とはソ述共産党のことである。
この説明から明白なように、削鮮:!um主義i主動は1946"1'-2 )J LUにはl十i朝鮮地域の運動をキト溜永、北，;i)]mX
地域のそれをけ}pijJの念日成がそれぞれ分裂!していた。こののちrITP:i}lf、μ白域で、米市政により共必:主義兄li
丞bが抑IIされると北i;)lf(f:地域の共必巧i!:mJl織は次第にその権限を強化していくが、 IN北地域別に分かれた共
1ギ了主義j自民jの役割分担についてはj.!i'I北朝鮮労働党の結成を通じて変化がなかった。なぜならばスターリン
がil日主にjM~行と会談し、労働党の南北分立を指令したことにより、この役~，Iílj分担 lがlifüとしたからである。
第2部労働党のけj北分立
労働党の市北分立には、ヨ11次米ソ共同委日会の1)可能と前後する 1946"1:2 J8 1、金l日IJ成戊をi悶Y可{巧班fとす
る r-!北七U訂!1将朝:v引l鮮i臨日話陥臨16刊l
?引社!上:会杭?済汚f的!内甘な改J爪l'作tに{が断f行tされたという7背守;民;止f切カが1あつた O この北i1lJ日f洋地域をi十Ji;)J日洋地域 f解放Jのための ffi
命恨拠地Jにするという、後1r民主1μ出j路線と通称された運動は、 1946"F3月には朴志永がその演説
で主張したところから見てし11)、ソ述"1(とけj北朝f(lf:の共路党組織が既定方針としていたものとミ与えられる。
こうして南北和鮮は、ソ述'ijIの主導下に ~ltjW]鮮地域だけで敢行された「人民民{二 J:.義 II'éifI J により全く~'11
Il1lなる政治発)1~の道へ突き進み、これに相応して二つの労働党を分立させることになった。この分立を確定
したのは、、引l寺の朝鮮人共産主義者たちの1¥]で「奈上命令Jとjilj徹されたスターリンによる指令た、った問。
キ卜志永と金!こi成のソ述秘性J旅行
ホト志永と(Jf.LJ 成がソ述本IEJからのRf~1'iでモスクワを訪問、スターリンと会談して i知鮮での共産主義運動
の方針を指令された経緋は、数多くの誌により引実関係がほぼIUJらかになっている。 両者の旅行H引につ
いては諸説あるものの、当時のソ述IjlfP:たる第25¥111オl将校たちのiE言とソウル駐{Eソ述j1funシャプシン
の主F. シャプシーナ・クリコパによる記録を総合すると大略、次のような会談内容だった考えられるはれ。
まず第 l次米ソ共同委員会が失敗に帰した後、 1946"j: 7 )jド旬から末にかけてソ述本1mから朴志永と
金日成を秘筏実にそスクワへ:jfl諮する指令がわい、た。のちに共和問初代大使となるシュテイコフ1'将と政
治将校のレベジェフ、ロマネンコjilj少将、そしてソウルから米たシャプシンらが問時するI11、スターリン
は I~I 分の布横に念日成、 Jí:燃にキトi芯永を!ぶらせた。そして金 u成には北í;î}]鮮地域の fソヴェト化政策を if-
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WJに実現するように闘争せよj と指示する一方、 f関空mな与件の'1:1で稿!却する君の革命闘争をねく詳細Iiす
るj とキト;五永をi敢励した("九
そしてスターリンは f共産党が社会民主党あるいは労働党を標傍しつつ、近い将来の課題だけを提起す
ることは不可能かJと尋ねた。二人は「それは可能だが、人民たちと相談してみなければならなしリと答
えた。そうするとスターリンは「人民た、って? 人民とは土地を耕す人たちじゃないか。決定は我々がや
らなくてはj と述べたのである川。
日成にしろ朴)M-永にしろ、スターリンの言葉は絶対で、あった。このスターリンの発言から労働党の結
成が急がれたことはまず間違いなかろう。そしてスターリンはこの会談後の夜、ソ述共応党幹部専HJの別
荘へ二人をi'1い、!民会を初1l、た。この持、彼は「朴返永をモスクワに何I1かHiHEさせて、企業所、工場等
を見学させよJとソ連共残党幹部に指示したという州。これは金日成を朝鮮共産主義述動の最高指導者と
任命するスターリンの指令だったと考えられる。
スターリンにとっては北朝鮮地域で誰がソ迎の現地政策執行者か、という問題だけが現要であった。な
ぜならば彼が 2{P!~後、共和 l'Elの代表団としてモスクワを公式訪問した二人のうち、キト志永に対しては記
?なが定かで、なかったからである。スターリンはその日七キト志永に!rjJかつて f2需1=1の人た、ったかj とやJzね
た(，j九スターリンは、その焼くべき記憶力で知られていたにもかかわらず、自らの目で定めた序列の当'H
者からしてうろ党えた、った。
これは当時のソ述にとって、朝鮮半島が他の地域に比べてそれほど戦略的に重要で、はなかったことを反
映しているが、むしろスターリンにとって槻京の小I'lHで、誰がil高指導者た、ったのか、などという問題は明
;;pnに近かったのかもま1れない。こうして朝鮮半ぬが市北に分割ijI領された状況下で二つの労働党が結}jえ
される1寺、白ずとそこにこ二人のM向指導者が出現する他はなかった。
朝鮮共政主義運動の妓指導者をめぐる問題
キト志永と金日成との会談でスター リンは、明示的に金日成を};引![¥'i'共産主義運動のi討す指導者と指名した
わけで、はなかった。このことが地向指導者をめぐる問題を継続させ、次I.'il以降に詳論するように北労党と
南労党でそれぞれの党誌を両人以外に譲る結来となって表れた。
ともあれ朝鮮共産主義述動の最高指導者をめぐる問題は、現{:Eの共和国で言われているように最初から
金日成が最高指導者に限り 1¥て大1ilIlti!したというものでは全くなかった。村、;主永はi1ij述の19461f2月lこ
間企Iiされた秘密会議で党組織問題について fl、ま党首問題が解決されたわけではなく、あらゆる部幹がき
ちんと整ったわけではなしリと述べていた州。また北朝鮮共産党宣伝部長の金呂 ~þl!f は 1946 1]三 4 月に次の
ように吐露した。
「金EI成、キト;苔永、武;'Y!:lrI]志万歳!のスローガンを能った支部がある。 (111和党のjilfl11問題であるが、朝鮮
にはまだ党首がいない。党のぼ史がわずか1年にもならない党に領有1が生まれ出るはずがない。 (111即日主〕
日成同志をその領袖とした分問の指導にさらに一同堅く盟結せねばならないのだ。 (111持)党の統一はま
ず指導が統一されねばならず、 I~j 臼な領有11 を I!I心として団結するところから靖子されねばならない。j 州
実際、共和悶で金日成が民衆的な支持を確保するのは、ずっと後のことた、った。 金1成を擁立しようと
するソ述本限やソ述軍の志向が、北朝鮮地域で~j~t Pr1.党組織をソウルとはJJIJ~~I に分立させた当初jにおいてか
なり強力に作用したことは、議論の余地がなL、。 けれども一旦そこに親ソ反米の政権が樹立されると、共
産党総織については独立した組織としてその連日'を「朝鮮化 (Koreanization)Jするようになったと考え
られる。その証拠として第 l次米ソ共同委員会に提案する f1ivJ鮮臨時民主主義政府Jの関僚候補名簿を行二
成するにあたり、、ノ述Jfl(はキト志永と余日成のな見を認にしていた。その名詩は次ページに掲げたj返りだが、
ここに明示されたようにソ述としては~~l ソ派をトップに就けることにより政権の主導権さえ学援していれ
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ばよかったのであって、金日成をi>oi.i!)fとする必要は全くなかったのである刷。
首相 日運亨、副首都1A;I、退永、削首相 金宅舶、外1'1 ;言、内務材i金l二i成、
jÎi~業制 金武卒、教育1'1金科泰、宣伝符i呉成主主、労働相 ìJ~H;;î杓、 [jl極経済局 Hi 
1批判1、財政相、交過半1、逓lfci相、保健相、隊業キ1 (全て)アメリカ人から推薦
以上のようにソ述恨のなIEiJは和f[(:二人共産主義たちにより一日は政治行動の前提として;示認されたけれど
も、その内部でそれが必ずしも全面的に受け入れられていたわけで、はなかったし、彼らの一致した支持を
得ていたものでもなかった。特にソ述から帰国したまだ年若し、金I1成がソ述)1:の後援を受けて台頭する絡
を苦々しく思っていたじiすの共産主義許たちは少なくなかった。
こうしてソ述'，!(が北和鮮地域の政局を操作するために現地政策執行青として押し出した金1成は、その
台頭の絞綜そのものから1'1 分!とI~誌の主導権に充分な正当性根拠を持っていなかったため、 J欠私'ljで見る通り
他ìJ~llklの共産二}二義努力との rl\jで派閥闘争を惹起することになった。スターリンの指令に従って北労党が結
成されたH寺、その中央委員会委員長は金日成ではなく 「将l鮮新民党」党首の金科楽だったのである。
小結論
米ソドIUWにより朝鮮半島が南北に分割占領され、第 l次米ソ共同委員会の失敗と前後して次第に北緯38
1支線が|認定化されてし、く様相lを示す'11、朝鮮独立を傑梼して展開されてきた朝鮮共産主義運動のi絹首母込性たる
氏b必肢1主主:義と共}肱苧了主}七5義の+羽15'
がi言計?討汁|ト命られfたこ。だがこの過程でその巡動の沿向指導者会をめぐる問題にスタ…リンがjl接に関与したことで、
また労働党の結成を'ljIjJ者たちの志向とは無関係に指令したことで、 HJ北に生まれる労働党は当初から
内に朝鮮共産主義述動の主導権をめぐる派閥IJM"'fiを抱えることになった。
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